
5．能登半島沖地震

　1993年2月7日22時27分頃，能登半島北東端禄剛崎沖の南西から北東へ伸びる海底の高まり付

近でＭ6.6の地震が発生し，輪島で震度5，高田，伏木，富山，金沢で震度4を記録した（図Ⅱ

－5－1）。珠洲市正院町飯塚火宮神社本殿，拝殿が裏山から崩れてきた山土で押しつぶされた

のをはじめ，住宅の全半壊，道路の陥没，トンネルの陥没，土砂崩れなどの被害があった。また，

石川県で重傷1名，軽傷28名，新潟県で軽傷1名の人的被害がでた。この地震による津波は輪島

で0.5m，直江津で0.2mであった（阿部・岡田，1993）。

　京大防災研上宝観測所と東大地震研信越地震観測所の観測網のデータを統合して求めた本震と

余震の震源分布は図Ⅱ－5－2，3の通りである。ほとんどの震源は深さ10～15㎞に分布する。

本震の震源要素は震源時27分43,7秒，震央137.3127°E，37.6407°N，深さ14,9kmである。佐渡

の東大深浦観測点で観測された多数の余震のTフェーズやいくつかの観測点に見られるpPフェ

ーズ（Tsukuda et al．，1994），京大木ノ浦臨時観測点における余震のS－Pが1.5～3秒に分布

していること（京大防災研，1993a）は震源の深さが比較的浅いことを支持する。震央は海底の

高まりの地形や活断層とよく対応する。しかし大きな余震分布およびCMT解から推定した地震

断層面の延長が海底の断層に一致しない。

　初動による本震の発震機構は東西圧縮の横ずれ型の断層運動を示すが（図Ⅱ－5－4），トー

タルな震源の像を示すCMT解は北西－南東圧縮の逆断層型である（図Ⅱ－5－5）。図Ⅱ－5

－6のように，広帯域，高ダイナミックレンジの地震波形によると多重型の地震で，最初の地震

が横ずれを起こし，その後逆断層の主断層が生成されたと解釈できる。余震については，様々な

型を示す。いずれにせよ能登半島地域は信越地域と同じ日本海東縁に沿った短縮テクトニクス地

帯で，そこでは北東一南西走向の逆断層が発達しているが，今回の地震の発生もその短縮運動の

一環であろう。

　余震回数は最初の10時間はベキ関数n＝at－P，p～1.Oで減少し，その後は指数関数を当て

はめるとτ＝5.5日で減衰しつつある（図Ⅱ－5－7）。

　この地震について直前の前震は確認されていない。1992年12月に前駆的な微小地震活動があっ

た（図Ⅱ－5－8）。

　この地震に伴う能登半島におけるコサイスミックな地殻変動は，験潮（図Ⅱ－5－9），水準

測量（図Ⅱ－5－10）からも検出されていない（国土地理院，1993，1994）。

　能登半島北部の宝立観測点において全磁力が1990年頃から永年変化の傾向に異常変化が認めら

れると報告されている（京大防災研究所，1993b）。

　この地震の1日半前から茨城県の波崎と千葉県の千倉において，鋼管深井戸の地中電界鉛直成

分に異常が見られた（防災科学技術研究所・通信総合研究所，1993）。また，能登半島北部にお

いて12月から地震発生までの期間に自然電位異常が観測された（長尾ほか，1994）。

　これまでの主要な地震の発震機構や活断層の調査によると能登半島は概ね北西一南東方向の地

殻圧縮場にある。　能登半島と富山湾周辺の活断層には，南西－北東の走向をもつ優勢なものが

ある。七尾から羽咋にいたる邑知低地帯断層系は長さ20㎞を越えるもので，歴史地震はないが

　Ｍ7の地震が数1000年の間隔で発生しているらしい。ほかの断層は比較的小さい（発生する地
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震はＭ6以下）。今度の地震活動域には優勢な潜在的断層が存在するのかもしれない。1985年10

月18日には，今回の震源域のすぐ西で北西－東南圧縮，逆断層型の発震機構をもつＭ5.7の地震

が発生した（京都大学防災研究所通信総合研究所，1986）。これも潜在断層の存在を示唆してい

るように見える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［佃　為成］
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図Ⅱ－5－1　本震の震度分布（気象庁による）
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